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2012/32012/3期期 1Q1Q決算の概要決算の概要

■1Q業績は、対前年同期減収減益。前回予想（5/9発表）に対しては増収増益

・売上高は、3.3%（30億円）の減収。為替影響（▲24億円）を除けば、対前年同期
0.7%（6億円）の実質減収

・営業利益は、震災による部品調達難での生産影響に加え、電子部品やその他の
事業が減益となり21億円（為替影響▲11億円）の減益

・売上高は、為替影響（7億円）を除いた実質ベースで1.4％（12億円）の増収

・営業利益は、部品調達影響の改善、販管費の圧縮などで、26億円の増益

■在庫

・1Q末在庫は、対前年同期30億円の増加。為替影響（▲5億円）を除くと
実質35億円の増加。主に部品材料が増加

対前年同期

対前回予想
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（億円）

110114123EUR

858293US$

110 117117EUR

858292US$

－▲15▲77.2%522当 期 利 益

－0▲43.1%2849経 常 利 益

+520.6%5▲39.8%
31

(3.5%)
52

(5.7%)
営 業 利 益
（ 営 業 利 益 率 )

+2.2%860▲3.3%879909売 上 高

前回予想比
前回予想

(11/5/9発表)
前年同期比

12/3(1Q)

実績

11/3(1Q)

実績

為替レート

売上高

利 益

（円）

202012/312/3期期 1Q1Q業績業績概要概要

対前年同期減収減益、対前回予想では増収増益
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120 124 117

666 666 650

433851
71 51 50

売上高 営業利益

202012/312/3期期 1Q1Q事業別業績事業別業績

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

電子部品

その他

（億円）

(±0)

(▲3.3%)909 879 860

(  )内は前年同期比

または

前回予想比

31

11/3 (1Q) 12/3 (1Q) 12/3 (1Q) 
（前回予想）

11/3 (1Q) 12/3 (1Q)

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

電子部品

5 

12/3 (1Q)
（前回予想）

52

(+5.8)

(▲26.2)

(+2.2%)

その他

その他

電子部品

AV・IT

（楽器 +6億円、ＡＶ・ＩＴ +2億円）比較

+7億円前回予想

（楽器 ▲19億円、ＡＶ・ＩＴ ▲4億円
半導体▲1億円）

▲24億円
前年同期

比較

為替影響額

（楽器 +3億円、ＡＶ・ＩＴ +1億円）比較

+3億円前回予想

（楽器 ▲10億円、ＡＶ・ＩＴ ▲1億円）比較

▲11億円前年同期

為替影響額

楽器

(+2.8)

(+2.9)

（億円）

(▲27.5)
(▲12.0)

(+2.5)
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52億円

為替影響

▲11億円
退職給付

債務

2億円

材料費
アップ

▲3億円
構造改革

効果

2億円

実質
減収減産

▲13億円

31億円

2011/3 (1Q)
実績

2012/3 (1Q)
実績

2012/3 (1Q)
前回予想（5/9）

2012/3 (1Q)
実績

5億円

為替影響

3億円

実質
販管費減

8億円

実質
増収増産

16億円

31億円

前回予想との比較

前年同期との比較

2020112/32/3期期 1Q1Q営業利益増減要因営業利益増減要因

材料費
アップ

▲1億円

実質
販管費減

5億円

在庫評価法
変更

▲3億円
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2～4Qの事業環境

202012/312/3期期 22～～4Q4Qの事業環境と通期業績見通しの事業環境と通期業績見通し

■世界経済は不透明感が増す

・中国、新興国市場経済は順調な成長も、米国の景気回復遅れ、欧州の財政不安が懸念

■円高基調が継続

■１Q業績及び東日本大震災による影響が当初想定を下回る見込み等から、通期業績を修正

・・・前回公表値（5/9）に対し、売上高、各利益を上方修正

通期の業績見込み

2～4Qの状況と施策

■震災影響による部品調達影響の回避、年末需要期に向けた商品供給に注力

■中期計画に沿った経営基盤整備

・中国・新興国市場での販売網整備と市場適合商品投入

・ピアノ、管楽器の最適生産体制構築
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通期業績を見直した結果、売上高、各利益を上方修正
2～4QのUS$、EUR為替レートは各々85円、115円を前提

（億円）

202012/312/3期期 通期通期業績業績予想予想

110115115115EUR

8585 8486US$

110115116113EUR

85858486US$

（2～4Q）

+30.0%50+28.0%6551当 期 利 益

+31.3%80▲4.3%105110経 常 利 益

+25.0%100▲5.1%125132営 業 利 益

+2.2%3,700+1.1%3,7803,739売 上 高

前回予想比
前回予想
(11/5/9)前期比

12/3
予想

11/3
実績

為替レート

売上高

利 益

（円）
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2,711 2,760

565 520

2,710

570
235220206

251 235 235

売上高 営業利益

105
86 75

15

15

25

5 0

0

5

10

15

132

202012/312/3期期 通期通期事業別業績事業別業績予想予想

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

電子部品

その他

（億円）

(+6.7)

(▲6.4)

(+1.1%)3,739 3,780 3,700

(  )内は前期比
または

前回予想比

125

11/3 通期 12/3 通期
（今回予想）

12/3 通期
（前回予想）

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

電子部品

その他

100

（楽器 +27億円、ＡＶ・ＩＴ +9億円）比較

+36億円前回予想

（楽器 +3億円、ＡＶ・ＩＴ +3億円、
電子部品 ▲1億円）

+5億円

為替影響額

（楽器 +14億円、ＡＶ・ＩＴ +5億円）比較

+19億円前回予想

（楽器 ▲5億円、ＡＶ・ＩＴ +3億円）

▲2億円

為替影響額

(+8.7)

(±0)

11/3 通期 12/3 通期
（今回予想）

12/3 通期
（前回予想）

前期比較
前期比較

(+1.8)

（億円）

(▲0.9)

(+1.8)

(▲6.4)

(+2.2%)
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東日本大震災の影響東日本大震災の影響

※生産高影響 ▲136億円 ▲60億円

▲13億円

▲29億円

▲8億円

▲24億円

▲19億円

▲64億円

今回予想

(11/8/1)

顧客の減産対応

（電子部品事業、その他の事業）

国内消費の冷え込み

部品調達困難

（主に電子楽器、AV機器)

影 響 状 況
前回予想

(11/5/9)

▲12億円営業利益

電子部品事業は回復遅れ

自動車内装部品は完成車メーカー

の回復に合わせ挽回の見込み

▲33億円売 上 高

▲15億円営業利益

震災の直接的影響は緩和傾向も、

部品調達難による製品供給影響

残る

▲45億円売 上 高

▲33億円営業利益

AV機器の影響はほぼ解消

電子楽器は影響が残る

▲92億円売 上 高

前回の売上高▲170億円、営業利益▲60億円の影響想定から
売上高▲117億円、営業利益▲40億円の影響想定に改善
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132億円

為替影響

▲2億円
退職給付

債務

6億円

材料費
アップ

▲9億円

構造改革
費用増

▲5億円

実質
増収増産

7億円

125億円

2011/3 通期
実績

2012/3 通期
予想

2012/3 通期
前回予想（5/9）

2012/3 通期
予想

100億円

為替影響

19億円

販管費
見込み修正

▲13億円

実質
増収増産

22億円

125億円

前回予想との比較

前期との比較

2020112/32/3期期 通期営業利益増減要因通期営業利益増減要因

材料費
アップ

▲3億円

構造改革
効果

5億円

在庫評価法
変更

▲9億円
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444 452

222 214 212

438

102635

1,870 1,816

906 890 894

1,805

10586 75

楽器事業楽器事業

営 業 利 益

（億円）

1Q1Qの状況の状況

売 上 高

通期予想通期予想と重点施策と重点施策

12/3 通期

（今回予想）

（億円）

音楽教室他

ヤマハ楽器

2,711

666

2,760

666 650

11/3 通期12/3 (1Q)
（前回予想）

11/3 (1Q) 12/3 (1Q)

2,710

12/3 通期

（前回予想）

・部品調達環境改善等により、対前回予想増収増益

・電子楽器の部品調達難による生産影響の極小化

・米国、欧州各先進国市場動向注視

・中国、新興国市場の着実な販売網整備

・国内管楽器工場の一元化推進

・対前年同期、売上横ばい減益、前回予想では増収増益

・為替影響を除いた実質売上高は、対前年同期 2.9％（19億円）
の増収。対前回予想では実質1.5％（10億円）の増収

・中国は主力のピアノを軸に引き続き堅調に推移
北米市場は減速

・営業利益は、対前年同期では為替影響及び部品調達難による
製造損益悪化もあり減益、前回予想では増益

商品区分変更に
よるセグメント組

み換え後

＜670＞

商品区分変更に
よるセグメント組
み換え後

＜2,722＞
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通期予想

385392 406381

179163

483470
417410

11/3 12/3 予想 11/3 12/3 予想 11/3 12/3 予想 11/3 12/3 予想 11/3 12/3 予想

1Q

121 120
97 84

105 111
89 97

35 40

109102

4136

115110
88103

313319

11/3(1Q) 12/3(1Q) 11/3(1Q) 12/3(1Q) 11/3(1Q) 12/3(1Q) 11/3(1Q) 12/3(1Q) 11/3(1Q) 12/3(1Q)

楽器楽器事業事業（地域別の販売状況）（地域別の販売状況）

日本 北米 欧州 中国 その他

(▲2%)

(+3%)

(+11%)

(+7%)

*( )内は為替を除いた

実質ベースでの前期比増減

（億円）

音楽教室
他

ヤマハ
楽器

(+4%)

(+22%)

(+13%)

(▲3%)

音楽教室
他

ヤマハ
楽器

1,218 1,185

422 432
486 501

167 185

429 457

(▲5%)

(+1%)
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楽器楽器事業事業（地域別の販売状況）（地域別の販売状況）
楽 器 地 域 別 状 況

日本 3月11日の震災後、市場は一時停滞したものの徐々に回復基調。5月の連休以降は客足も戻り、管、

電子ピアノなどは前年実績を上回る。しかし1Q後半、震災により生産調整を余儀なくされた商品に供給

不足の影響が現れ始め、電子楽器は、当面、苦戦を予測。

北米 楽器市場は回復基調にはあるものの、力強さを欠く展開となっており、ピアノと電子ピアノが昨年に比

べ低調に推移。特に、ピアノは、前期末のディーラー在庫が高かったため、セルインが進まず。電子ピア

ノもクラビノーバの旧モデルのディーラー在庫が重く、新製品の納入が遅れている。また、電子ドラムも

生産の遅れから一時的に在庫不足となり、売り上げ低迷。一方で、管楽器は学校レンタル向けの出荷

が進み前年を上回った。また、普及価格帯に投入した新製品が牽引して、シンセサイザーが好調に

推移。

欧州 南欧はスペイン、フランスが特に低調。好調だったドイツ等中欧の売り上げにも減速気配が見えてきた。

東欧、トルコなど新興国市場は堅調。商品別にはピアノ、電子ピアノは前年より伸びているが伸び率は

鈍化。ポータブルキーボードは堅調。管楽器は横ばい。在庫不足に陥った電子ドラムは大きく前年割れ。

中国 景気拡大のテンポがやや緩やかになる中、販売網政策が奏功して、売り上げが大きく伸長。内陸部の

中小都市への拠点拡大に加えて、大都市でピアノや管楽器の中高級商品を販売する専門店を布石。

1月に発売したインドネシア製普及モデルを始めとするグランドピアノの店頭展示も進む。ただ、主要

ディーラーの在庫が高めで推移しており、懸念材料。音楽教室は、生徒数が対前年152%の5,424名まで

増加。

その他の

地域

1Qでは展開する現地法人のうちオーストラリア、シンガポール以外はすべて前年を上回っており、全体

でも前年を上回った。タイ、中南米、ロシアでは、20%以上の伸びを見せている。特に中近東、タイ、

マレーシア、台湾、韓国でピアノが大きく売り上げに貢献。各国の店舗政策、販売網政策が実を結び

つつある。
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エレクトーン

14 13

32 28

11/3 12/3予想

弦打楽器

47 43

144 162

11/3 12/3予想

ピアノ

10198

305295

11/3 12/3予想

電子楽器

124 128

456 435

11/3 12/3予想

管楽器

90 91

210 226

11/3 12/3予想

（億円）

393 406 

580 563

300 317 191 205

PA機器

74 76

227 243

11/3 12/3予想

301 319

46 41

(▲13%)

(▲7%)1Q

2～4Q

*( )内は為替を除いた

実質ベースでの前期比増減

(▲11%)

(+7%)

楽器事業（商品群別の販売状況）楽器事業（商品群別の販売状況）

(+7%)

(+5%)

(+3%)

(+2%)

(▲6%)

(+6%)

(+5%)

(+6%)

(+6%) (+7%)

(+11%)

(+9%)

(▲3%)

日本：前年並みで推移。受注状況も堅調。

北米：小売の低迷続き、対前年2桁の

マイナス。

欧州：対前年2桁成長も小売鈍化傾向。

ここ数ヶ月はドイツも低調。ディーラー在
庫増加傾向。

中国：市場が伸長する中、2桁成長を

持続。

ｱｼﾞｱ：一部地域を除き全般に好調推移。

部品調達難による生産影響で
減収。

電子ピアノは北米が苦戦する一方、
新商品効果もあって中国、アジアパ
シフィックは好調。ただし、各地で震
災影響による供給不足の影響が出
始めている。

ポータブルキーボードは、中国、アジ

アパシフィック地域で伸ばすも、日米
が軟調。欧州は堅調。

電子楽器全体では前年+7%の進捗。

市場が依然として軟調で、高価格デ
ジタルミキサーの競合が激化する中
設備音響機器は現行商品が健闘。

楽器周辺音響機器は新興国を
中心に堅調に推移。特にパワード
スピーカー、モニタースピーカーの
売り上げ好調。

日本：震災影響あるものの、前年実績

をオーバーし堅調。

北米：市況好転。レンタル需要の急増

と大手への売り込みが奏功し、数量、
金額とも伸長。

欧州：戦略商品投入が奏功して回復

基調。

ギター：北米の前年実績割れを除き
国内、欧州、中国、その他の地域は
前年並み以上で推移。

ｱｺｰｽﾃｨｯｸﾄﾞﾗﾑ：市場低迷。苦戦の

中級価格帯に回復の兆し。

電子ドラム：供給不足等により対前

年大幅減。(▲6%)
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15 14
14

103110105

3 6
▲4

11/3 (1Q) 12/3 (1Q) 12/3 (1Q)

511 497 453

59 68
67

151525

ＡＶ・ＩＴ事業ＡＶ・ＩＴ事業

営 業 利 益

（億円）

売 上 高

（前回予想）

（億円）

ルーター
他

AV

カラオケ

570
520120 124

117

1Q1Qの状況の状況 通期予想通期予想と重点施策と重点施策

11/3 通期 12/3 通期 12/3 通期

565

（今回予想） （前回予想）

・部品調達環境改善に伴い、対前回予想増収

・北米、欧州、国内等先進国市場への新商品の着実な供給

・通信カラオケの安定的な供給

・対前年同期、前回予想とも増収増益

・為替影響を除いた実質売上高は、対前年同期6.6％
（8億円）の増収

・オーディオは、部品調達影響により減収も
カラオケ機器が順調

・

商品区分変更に
よるセグメント組

み換え後

＜117＞

商品区分変更に
よるセグメント組

み換え後

＜559＞
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235220
206

005
433851

▲3 ▲4

5

電子電子部品部品事業事業

（億円）

営 業 利 益

売 上 高

（前回予想）

（億円）

1Q1Qの状況の状況 通期予想通期予想と重点施策と重点施策

11/3 通期 12/3 通期 12/3 通期
（今回予想） （前回予想）

11/3 (1Q) 12/3 (1Q) 12/3 (1Q)

・対前回予想減収

・地磁気センサー新商品を含むアナログ系デバイスと
アミューズメント用などの高付加価値デジタル系デバイス
の積極的拡販

・次の成長を担う商品開発のスピードアップ

・販売管理費等の一層の圧縮による損益改善

・対前年同期、減収減益、対前回予想でも減収

・売上高は、震災による顧客の減産対応影響に加え
従来型携帯の販売鈍化により携帯電話用音源ＬＳＩが減少
アミューズメント画像も対前期減収

・営業利益は減収幅大きく減益
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19
11 12

1816

21

15

13 11

16

11 9

39 3
7181 72

6967 63

515352

444752

515 10

その他その他のの事業事業

（億円）

営 業 利 益

（億円）

売 上 高

（前回予想）

FA他

ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ

ゴルフ

自動車用
内装部品

235
251

5051

71

1Q1Qの状況の状況 通期予想通期予想と重点施策と重点施策

11/3 通期 12/3 通期 12/3 通期

235

（今回予想） （前回予想）

11/3 (1Q) 12/3 (1Q) 12/3 (1Q)

・対前回予想減益

・自動車用内装部品は自動車メーカー生産回復に
対する確実な供給

・ゴルフは、下期の新商品投入と中国市場への
本格的参入

・レクリェーションは、2Qの需要期の集客に注力

・対前年同期減収減益

・自動車用内装部品は自動車メーカー生産減影響で
大幅減収

・ゴルフは市場環境に加え競合他社攻勢もあり減収

・レクリェーションは震災直後は集客に影響
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80 95 99

10

22 24
9

11 12

5

12 13

28 31

14 13
9 9

24

16 13

4
3

1 1 1

(31)

116 127 124

58 55 57

39 33 38
141012

12/311/3

設備投資設備投資額額・減価償却費・減価償却費//研究開発費研究開発費

（億円）

21

104
(129)

148
(132)

設備投資額（減価償却費）

55

研究開発費

AV・IT

電子部品

その他

楽器

AV・IT

電子部品

その他

楽器

11/3 (1Q)

18 (28)

11/3 (1Q) 12/311/3

224 233

1Q 通期

55

12/3 (1Q)

12/3 (1Q)

141
(128)

225

12/3

12/3

（今回予想） （前回予想）

（今回予想） （前回予想）
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1Q末総在庫は対前年同期30億円の増加
（為替影響▲5億円を除けば実質35億円の増加）

398

249 246

385374

8286 83

22 2728

265

360

243 233

370 373

7179 68

24 2725

234

棚棚 卸卸 資資 産産

（億円）

730
761

仕掛品
/材料

ＡＶ・ＩＴ

楽 器

752
717 688

1 Q 末

（前回予想）
11/3 12/3 12/3 11/3 12/3 12/3

期 末

他製品

（今回予想） （前回予想）

702
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貸借対照表貸借対照表

負 債 純 資 産 計

純 資 産 計

他 負 債

リ ゾ ー ト 預 託 金

借 入 金

仕 入 債 務

資 産 計

固 定 資 産

他 流 動 資 産

棚 卸 資 産

売 上 債 権

現 預 金

113,8313,820

372,4352,398

1893892

▲2158160

▲24113137

▲0232233

113,8313,820

▲41,9571,961

▲16157173

30761730

▲19431450

19526506

増減11/6末10/6末

1Q末

513,9603,909

342,4842,450

601,000940

▲1158159

▲2791118

▲15 227242

513,9603,909

131,9751,962

▲16176192

▲15 702717

36487451

33620587

増減12/3末11/3末

期末予想

（億円）

※現預金残高には譲渡性預金を含む



付付 属属 資資 料料
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11/3 (1Q)実績

特別損益

金融収支

その他

計

固定資産処分損益

その他

計

法人税等

法人税等調整額

少数株主利益

計

12/3 (1Q)実績

3
▲6
▲3

▲1
▲1

▲2

8
12
1

21

12/3 (1Q)前回予想

2
▲7
▲5

0
0

0

6
9
0

15

（億円）

202012/312/3期期 1Q1Q営業外損益、特別損益営業外損益、特別損益

営業外損益

法人税他

投資有価証券評価損 ▲15

5
▲8
▲3

▲1
▲13

▲14

13
▲1

1
13
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11/3 実績

7
▲29
▲22

特別損益

▲2
▲40

▲42

43
▲30

4
17

金融収支

その他

計

固定資産処分損益

その他

計

法人税等

法人税等調整額

少数株主利益

計

12/3 今回予想

4
▲24 
▲20

▲3
▲2

▲5

30
3
2

35 

12/3 前回予想

2
▲22
▲20

▲3
▲2

▲5

31
▲8

2
25

（億円）

202012/312/3期期 営業外損益、特別損益営業外損益、特別損益

営業外損益

法人税他

・投資有価証券評価損 ▲15

・減損損失 ▲27
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18
31 29 35 29

43
24

65

26

▲27 ▲10▲21

楽器四半期別売上高／営業利益楽器四半期別売上高／営業利益

10/3

735

666 670689

その他

中国

欧州

北米

日本

12/3（予想）

営業利益

11/3

1Q 2Q 3Q 1Q 2Q   3Q 1Q 2Q 3Q 4Q

4Q 4Q

売上高 2,760億円

営業利益 105億円

（億円）

684 713 714

652

売上高 2,763億円

営業利益 51億円

売上高 2,711億円

営業利益 86億円

708
666 653

684
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112
133

174

125 120 134

191

125 124 131

185

125

5

20

3 5
10

23

▲5
3

▲5

6
▲3

▲5

AVAV・・ITIT四半期別売上高／営業利益四半期別売上高／営業利益

10/3 12/3（予想）

営業利益

売上高 565億円

営業利益 15億円

11/3

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q      3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

（億円）

売上高 544億円

営業利益 14億円

売上高 570億円

営業利益 25億円
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47 50 53 48 51 51 52 51
38

47
55

80

5
▲6 ▲3▲3 ▲7

55 4 1
▲5 ▲3

6

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q       3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

電子部品四半期別売上高／営業利益電子部品四半期別売上高／営業利益

10/3 12/3（予想）

営業利益

売上高 220億円

営業利益 0億円

11/3

（億円）

売上高 197億円

営業利益 ▲6億円

売上高 206億円

営業利益 5億円
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47 48

71
56 56 49 47 48

38 43
52 49

16 15

13

9 15
16 12 9

13
16

13 11

952 45
0▲2

3
▲10 02

その他四半期別売上高／営業利益その他四半期別売上高／営業利益

10/3

6563 6059

その他

ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ

12/3（予想）

営業利益

売上高 235億円

営業利益 5億円

11/3

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q    3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

（億円）

売上高 275億円

営業利益 5億円

51

62

84

65

売上高 251億円

営業利益 15億円

59
56

65
71



この資料の中で、将来の見通しに関する数値につきましては、

ヤマハ及びヤマハグループ各社の現時点での入手可能な

情報に基いており、この中にはリスクや不確定な要因も

含まれております。

従いまして、実際の業績は、事業を取り巻く経済環境、需要

動向、米ドル、ユーロを中心とする為替動向等により、これら

の業績見通しと大きく異なる可能性があります。


